Creating the "World at large" : the reception of Miyazawa Kenji and its background in the 1930\u27s by ムラヤマ, リュウ et al.
 主 論 文 要   約 No.1 
    
報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 村 山   龍 
 
主 論 文 題 名： 
〈世界全体〉の再創造 






































 主 論 文 要   約 No.2 


































 主 論 文 要   約 No.3 
   
ラントの使用は、エスペラントによるコスモポリタン意識の生成と平和運動を求める「ブ
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 主 論 文 要   約 No.13 
    
語〉を紡がずにはいられなかったのである。こうしたテクストの特性と同時代の問題系
との連関こそが宮澤賢治の初期受容において、没後急速に受容されることになった主な
要因のひとつとして考えられるのである。 
 
 
 以上、本論文の要旨を記した。一九三〇年代という時代状況は〈宮澤賢治〉をどのよ
うに発見し、そして以後の〈宮澤賢治〉へと引き継がれる読みのメカニズム（問題機制）
を構築していったのか。〈今・ここ〉における〈宮澤賢治〉を理解するためにも、まず
は過去の人びとの文学的営為によって紡がれた〈宮澤賢治〉という解釈の成り立ちをひ
もといていかねばならない。本論文全体はこの問題に一考を加えるものである。 
 
 
 
